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研究要旨 地方衛生研究所担当者を対象とした技術研修は、従来より実技
研修が主であった。今般COVID-19流行に伴い対面開催が困難になったた
め、エンテロウイルスレファレンスネットワークを活用したオンラインによる技術
研修会を企画・実施した。その結果、通信インフラ環境の整備に加え、研修
方法、効果の評価方法とも実技研修とは異なる角度で検討していく必要性が
認められた。 

 
Ａ．研究目的 
令和2年度はエンテロウイルス検査を共通基

盤とした持続可能な質保証システムの導入に
ついて地方衛生研究所とともに実証的研究を
行うためグループワーク研修を企画していたが
SARS-CoV-2流行拡大のため本企画は延期
することとなった。 
SARS-CoV-2は呼吸器ウイルスとして知られ
ているが、感染者の一部では腸管で増殖し糞
便中に排出される。このため下水道網を活用
したSARS-CoV-2の検出が欧米で報告されて
おり、わが国でも下水中のSARS-CoV-2監視
体制の研究を行うこととなった（別の厚生労働
科学研究）。 
すでにエンテロウイルスレファレンスセンター

を含むポリオ環境水サーベイランスネットワー
クを活用した、下水中の新型コロナウイルス監
視体制が2013年に確立されており、下水中の
新型コロナウイルス調査を実施するにあたり、
既存のシステムを活用することが適当である。 
SARS-CoV-2流行下の対面方式の研修は実
施困難なため、下水中の新型コロナウイルス
研究班で開発した手法について、オンライン
による研修方法を検討することとした。 
 
Ｂ．研究方法 
1. オンライン研修方法 

 地方衛生研究所全国協議会が地域保健総
合推進事業にて整備を行ったインターネット環
境を活用し、Webexによる研修を企画した。 
 
2. 研修の運営 
下水中の新型コロナウイルス研究班で開発し

た核酸抽出方法（QIAGEN社、PowerSoil）を下
水沈殿物ＲＮＡ精製方法、トウガラシ微班ウイ
ルス（ＰＭＭｏＶ）を下水濃縮のプロセスコントロ
ールとして用いる検出手法につき、各々研修
担当者を定め、パワーポイントによる教材を作
成し、4-6名からなる小グループで解説、質疑
応答を行った。 
 
Ｃ．研究結果 
1. オンライン研修方法 
 各施設が短期間で整備したインターネット

環境は異なることを、事前にヒアリングを行い
把握した。その上で参加人数を少数に制限し、
音声、画像配信への負荷を減らすよう調整し
たにもかかわらず、音声、画像の不安定な場
合があった。特にwifi環境では顕著であり、事
前の接続テスト等の必要性が認められた。 
2.研修の運営 
 少人数の研修とし、事前に研修資料を参加

者へ配布することで効率よく研修は実施できた
が、担当者は繰り返し説明を行うため、ビデオ
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配信などの工夫が必要である。また研修後、
参加者からの照会事項については適宜メール
ベースのフォローアップを行った。 
 
Ｄ．考察 
 これまで地方衛生研究所担当者を対象とし

た技術研修は実技研修が主であったが、COV
ID-19流行に伴い、対面の実技研修が困難な
中、ウエブ研修を企画した。研修に関してはア
ンケート等の評価を行わなかったため効果に
ついて客観性に欠けるものの、研修後のフォロ
ーアップを加えることで、一転の技術移転を行
うことができた。オンラインの研修にインターネ
ット環境の整備、研修効果の評価方法、教材
の開発、フォローアップ方法などが今後の課
題である。 
 
Ｅ．結論 
COVID-19流行に伴い対面に代わり、オンラ

インによる技術研修会を企画・実施した。その
結果、通信インフラ環境の整備に加え、研修
方法、効果の評価方法とも実技研修とは異な
る角度で検討していく必要性が認められた。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  
１．特許取得 
なし 
  
２．実用新案登録 
なし 
３．その他 
特に無し 
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